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8凡　例

凡　

例

一
、
本
書
で
は
、
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
一
月
～
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
七
月
刊
行
の
全
二
六
巻
『
潤
一
郎
訳　

源
氏
物
語
』

を
〈
旧
訳
〉、
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
五
月
～
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
一
二
年
刊
行
の
『
潤
一
郎
新
訳　

源
氏
物
語
』
を

〈
新
訳
〉
と
し
、〈
新
訳
〉
草
稿
の
旧
訳
本
と
は
弁
別
す
る
。

一
、
谷
崎
源
氏
以
外
の
谷
崎
作
品
の
引
用
は
基
本
的
に
は
『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』
全
二
六
巻
（
中
央
公
論
新
社
）
に
依
る
が
、
小
説

『
猫
と
庄
造
と
二
人
の
を
ん
な
』
に
限
っ
て
は
適
宜
初
出
の
テ
ク
ス
ト
を
使
用
す
る
。
ま
た
、
第
三
編
第
二
章
の
翻
刻
と
漢
文
の

引
用
箇
所
な
ら
び
に
固
有
名
詞
以
外
の
旧
字
は
新
字
に
改
め
た
。
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9 序章

序
章　一

　『
源
氏
物
語
』
の
近
代

日
本
の
文
学
史
上
、『
源
氏
物
語
』
以
上
に
そ
の
功
罪
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
き
た
文
学
作
品
は
な
い
だ
ろ
う
。
時
の
帝
、
一
条
天
皇
が

「
こ
の
人
（
紫
式
部
）
は
日
本
紀
を
こ
そ
読
み
た
る
べ
け
れ
。
ま
こ
と
に
才
あ
る
べ
し
」
と
感
嘆
を
漏
ら
し
て
以
来
）
（
（

、
こ
の
物
語
に
は
唯

一
無
二
の
権
威
が
付
与
さ
れ
て
き
た
。「
源
氏
見
ざ
る
歌
詠
み
は
遺
恨
ノ
事
也
）
（
（

」
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
歌
詠
み
の
素
養
と
し
て
欠

く
べ
か
ら
ざ
る
宝
典
は
、
連
歌
、
謡
曲
な
ど
の
文
学
か
ら
絵
画
や
芸
能
に
至
る
ま
で
芸
術
の
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
て
多
大
な
る
影
響
を
及
ぼ

し
、
各
時
代
の
為
政
者
が
自
身
の
統
治
力
を
示
す
た
め
の
文
化
装
置
と
し
て
も
機
能
し
た
の
で
あ
る
）
（
（

。
他
方
で
こ
の
物
語
は
「
淫
蕩
の

書
」
と
し
て
主
に
儒
学
者
た
ち
の
批
判
を
浴
び
て
も
き
た
。
紫
式
部
が
狂
言
綺
語
の
罪
で
地
獄
に
堕
ち
た
と
す
る
紫
式
部
堕
獄
説
は
良
く

知
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
拮
抗
す
る
形
で
紫
式
部
観
音
化
身
説
や
源
氏
供
養
な
る
営
為
も
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
虚
構
の
物

語
を
め
ぐ
っ
て
種
々
の
営
み
が
創
出
さ
れ
た
と
い
う
事
実
こ
そ
が
、
作
品
に
宿
る
根
源
的
な
力
を
何
よ
り
も
証
明
し
て
い
る
。

近
代
国
家
と
い
う
枠
組
み
が
形
成
さ
れ
て
以
降
、
こ
の
物
語
は
日
本
文
化
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
西
欧
諸
国
へ
宣
伝
す
る
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
と
し
て
も
積
極
的
に
活
用
さ
れ
た
。
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）、
外
交
官
で
あ
っ
た
末
松
謙
澄
の
手
に
よ
る
英
訳
は
そ
の
好
例
で
あ

る
）
（
（

。
そ
の
一
方
で
、
大
正
期
に
入
る
と
、
つ
い
ぞ
日
本
の
地
を
踏
む
こ
と
の
な
か
っ
た
英
国
人
の
手
に
よ
る
英
訳
が
誕
生
す
る
。
九
年
を

か
け
て
上
梓
さ
れ
た
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
イ
リ
ー
訳T

he	T
ale	of	Genji

は
、
西
洋
に
お
け
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
潮
流
と
、
そ
れ
に
続
く

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
芸
術
運
動
に
乗
っ
て
好
評
を
博
し
た
）
（
（

。
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
く
、
所
謂
逆
輸
入
の
よ
う
な
形
で
日
本
の
文
壇
に
も
影

響
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
期
に
入
り
〈
純
日
本
的
な
る
も
の
〉
を
盲
目
的
に
追
い
求
め
る
時
代
が
到
来
す
る
と
、
古
典
は
「
日
本
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